
１
０
０
年
先
も
輝
く
道
後
温
泉
に
向
け
て

　

国
の
重
要
文
化
財
の
道
後
温
泉
本
館
は
、
営
業
し

な
が
ら
の
保
存
修
理
工
事
を
予
定
よ
り
半
年
早
く
完

了
し
、
２
０
２
４
年
７
月
に
全
館
営
業
を
再
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
道
後
温
泉
の
存
亡

を
か
け
た
大
工
事
の
実
現
と
期
間
中
の
負
の
影
響
の

軽
減
に
ご
尽
力
を
賜
っ
た
、
松
山
市
は
じ
め
関
係

者
、
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
明
治
27
年
の
本

館
改
築
に
大
変
な
ご
苦
労
さ
れ
た
先
人
の
高
い
志
、

先
見
性
、
構
想
力
、
実
行
力
の
凄
さ
に
改
め
て
敬
服

す
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
歴
史
文
化
資
源
、
地
域
経

済
の
ま
さ
に
“
源
泉
”
で
あ
る
松
山
の
宝
を
、
大
切

に
子
や
孫
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
33
年
の
総
括

　

道
後
温
泉
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
、

１
９
９
２
年
に
旅
館
協
同
組
合
及
び
商
店
街
振
興
組

合
に
加
え
、
地
域
住
民
や
市
内
の
個
人
・
企
業
・
金

融
機
関
や
大
学
人
な
ど
で
構
成
す
る
緩
や
か
な
会

（
組
合
員
含
め
現
在
２
１
３
会
員
）
と
し
て
発
足
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
当
時
、
い
ち
早
く
旅
行
の
個
人

化
を
予
見
。
従
来
の
団
体
型
温
泉
地
か
ら
脱
却
し
、

地
域
主
導
で
、
『
日
本
最
古
の
歴
史
と
豊
か
な
文
化

資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
も
う
一
度
１
０
０
年
先
を

見
据
え
、
観
光
と
生
活
環
境
の
調
和
の
と
れ
た
、
地

元
の
人
が
誇
り
を
持
て
る
湯
の
街
情
緒
豊
か
で
魅
力

あ
る
都
市
型
温
泉
郷
づ
く
り
』
を
目
指
し
、
様
々
な

実
績
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

直
近
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
「
需
要
の
消
失
」
と
い

う
悲
惨
な
経
験
を
し
ま
し
た
が
、
道
後
温
泉
宿
泊
者

数
は
コ
ロ
ナ
禍
３
年
目
の
２
０
２
２
年
度
に
し
て
、

２
０
１
９
年
度
対
比
１
０
４
％
と
い
う
全
国
で
も
稀

な
奇
跡
の
復
活
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
も

堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
当
協
議
会
主
導
の
看
板
撤
去
や
フ
ァ

サ
ー
ド
等
の
景
観
整
備
、
女
子
旅
人
気
全
国
１
位

の
原
動
力
と
な
っ
た
開
運
巡
り
と
“
最
古
に
し
て

特
集1

道後温泉周辺ファサード整備状況（前）

道後温泉周辺ファサード整備状況（後）
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最
先
端
”
の
「
ア
ー
ト
×

温
泉
」
の
取
り
組
み
に
加

え
、
本
館
周
辺
の
県
道
・

市
道
の
付
け
替
え
や
電
線

類
の
地
中
化
、
さ
ら
に
、

設
立
以
来
の
悲
願
だ
っ
た

第
３
の
外
湯
「
道
後
温
泉

別
館 

飛
鳥
乃
湯
泉
」
建

設
な
ど
官
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
成
果
の
現
れ
で

す
。

　

加
え
て
耐
震
改
修
促
進

法
施
行
の
逆
境
に
も
負
け

ず
挑
戦
し
た
、
旅
館
ホ
テ

ル
６
軒
の
新
築
建
替
え
や

面
的
高
付
加
価
値
化
工
事

等
、
８
年
間
で
１
０
０
億

円
以
上
の
民
間
設
備
投
資

を
行
う
な
ど
自
助
努
力
に

よ
る
商
品
力
向
上
の
結

果
、
昨
年
、
観
光
経
済

新
聞
社
主
催
人
気
温
泉

１
０
０
選
全
国
２
位
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

“
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
”

　

し
か
し
、
真
価
を
問
わ

れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
現
在
に
お
い
て
も
、

道
後
温
泉
本
館
に
過
度
に

依
存
し
た
地
域
イ
メ
ー
ジ

や
、
日
本
最
古
の
歴
史
文

化
を
標
榜
し
な
が
ら
も
希
薄
な
視
認
性
、
一
部
地
域

景
観
の
未
改
善
に
加
え
、
各
事
業
者
に
お
い
て
は
、

量
的
質
的
人
材
不
足
、
諸
物
価
高
騰
、
宿
泊
収
容
能

力
の
低
下
と
高
価
格
化
、
生
産
性
向
上
や
デ
ジ
タ
ル

化
・
国
際
化
の
遅
れ
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
２
０
５
０
年
を
目
途
に
道
後
温
泉
の

あ
る
べ
き
姿
、
な
り
た
い
姿
を
地
域
自
ら
が
描
き
、

歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
「
見
え
る
化
」
に
よ
る

「
価
値
化
」
と
様
々
な
投
資
効
果
の
最
大
化
を
図
る

た
め
、
２
０
２
４
年
３
月
に
「
道
後
温
泉
２
０
５
０

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。
（
※
Ｈ
Ｐ
「
道
後
温
泉
公
式

エ
リ
ア
ガ
イ
ド
」
内
で
電
子
ブ
ッ
ク
と
し
て
掲
載
）

若
手
経
営
者
を
中
心
に
実
現
に
向
け
始
動
し
ま
し

た
。

“
道
後
温
泉
２
０
５
０
ビ
ジ
ョ
ン
”

　

こ
れ
ま
で
の
景
観
整
備
や
最
先
端
の
ア
ー
ト
の
ま

ち
づ
く
り
を
総
括
し
、
加
速
す
る
人
口
減
少
や
高
齢

社
会
、
新
た
な
環
境
変
化
（
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
・
技
術
革
新
等
）
を
見
据
え
、
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー

を
軸
に
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定

を
明
確
に
し
、
道
後
温
泉
地
域
に
新
し
い
価
値
を
創

造
す
る
も
の
で
す
。

道
後
温
泉
が
目
指
す
姿
と
数
値
目
標

　

激
変
す
る
旅
行
形
態
な
ど
に
対
応
し
、
『
日
本
最

古
の
温
泉
地
』
と
い
う
こ
と
を
よ
り
深
化
さ
せ
、
原

点
に
立
ち
戻
り
、
「
世
界
に
開
か
れ
た
日
本
の
温
泉

文
化
を
体
現
す
る
ま
ち 

道
後
」
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
あ
え
て
「
温
泉
に
入
ら
な
く
て
も
持
続
可
能

蜷川実花withEiM×道後温泉DOGO ART

大竹伸朗氏の「熱景」

道後温泉別館 飛鳥之湯泉
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②
道
後
温
泉
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
整
備
（
道
後
温

泉
駅
前
案
内
所
の
建
替
え
）

　

日
本
最
古
の
温
泉
を
学
術
的
に
表
現
す
る
文

献
や
資
料
等
を
デ
ジ
タ
ル
も
活
用
し
展
示
。

③
第
４
の
外
湯「
道
後
斎
戒
沐
浴（
さ
い
か
い
も
く
よ

く
）の
湯
」の

建
設

　

欧
米
豪
の

お
客
様
を
対

象
に
、
斉
明

天
皇
斎
戒
沐

浴
の
史
実
に

基
づ
く
新
様

式
の
外
湯
の

建
築
。

④
温
泉
浴
と
森

林
浴
の
マ
リ

ア
ー
ジ
ュ（
道

後
公
園
湯
築

城
跡
の
活
用

に
よ
る
現
代

湯
治
）

「
身
体
の
ケ

ア
中
心
の
温

泉
浴
」
＋

「
心
の
ケ
ア

中
心
の
森
林

浴
」
の
相
乗

効
果
を
図

る
。

⑤
道
後
温
泉
歴

史
文
化
コ
リ

ド
ー
ル（
回

な
温
泉
地
」
と
い
う
視
座
か
ら
も
、
国
内
外
の
方
が

よ
り
自
由
に
多
様
に
道
後
温
泉
を
満
喫
で
き
る
「
デ

ジ
タ
ル
温
泉
都
市
構
想
」
な
ど
の
重
点
事
業
に
取
り

組
み
、
２
０
５
０
年
の
目
標
と
し
て
、
①
道
後
温
泉

宿
泊
者
数
を
量
よ
り
質
の
追
求
で
80
万
人
、
②
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
比
率
を
現
在
の
14
％
か
ら
、
敢
え
て
50
％

（
内
ア
ジ
ア
圏
66
％ 
欧
米
豪
ほ
か
34
％
）
と
設
定

し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

以
下
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

10
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

①
デ
ジ
タ
ル
温
泉
都
市
構
想
の
実
現
（
観
光
Ｄ
Ｘ
に

よ
る
最
古
に
し
て
最
先
端
の
街
づ
く
り
）

　
　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
り
、
お
客
様
の
利
便
性
と
満

足
度
向
上
、
施
設
・
地
域
の
価
値
向
上
・
単
価

Ｕ
Ｐ
、
収
益
性
向
上
、
生
産
性
向
上
と
コ
ス
ト

削
減
及
び
顧
客
・
従
業
員
満
足
度
を
改
善
。
道

後
版
Ｄ
Ｍ
Ｐ
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
の
構
築
と
利
活
用
。

廊
）の
整
備
と
ア
ー
ト
資
源
の
再
構
築
。

⑥
道
後
里
山
づ
く
り
と
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の

地
」
構
想
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

⑦
災
害
に
強
い
温
泉
地
づ
く
り
「
道
後
温
泉
Ｂ
Ｃ
Ｐ 

＆
発
災
時
宿
泊
者
対
応
計
画
の
改
定
」

⑧
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
温
泉
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進

⑨
道
後
温
泉
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
人
材
の
育
成
＆ 

２
拠
点
居
住
地
づ
く
り
の
促
進

⑩
持
続
可
能
な
温
泉
地
づ
く
り
の
た
め
の
財
源
確
保

と
強
化

“
稼
げ
る
地
域
へ
”

　

道
後
温
泉
を
未
来
に
繋
げ
て
い
く
に
は
、
さ
ら
に

“
稼
げ
る
地
域
”
へ
の
転
換
が
急
務
で
す
。
こ
の
た

め
、

・
「
そ
こ
に
何
が
あ
る
か
」
で
な
く
「
そ
こ
で
何
を

す
る
か
」
の
魅
力
あ
る
体
験
価
値
・
実
感
価
値

を
提
供
。

・
「
い
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
い
い
店
（
旅
館
ホ
テ

ル
、
飲
食
店
、
商
店
等
）
づ
く
り
」
の
意
識
と

実
践
の
徹
底
。

・
道
後
の
伝
統
は
革
新
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
で
“
選
ば
れ
る
地
”
を
目

指
す
。

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
環
境
を
迎
え
る
地
方
経
済
と
雇
用
を
支
え

る
た
め
に
も
、
裾
野
の
広
い
観
光
産
業
の
活
性
化
を

図
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
挙
げ
た
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

第4の外湯構想「道後斎戒
沐浴の湯」 道後周辺の歴史的温泉施設

歩行者優先空間の創出（整備前）

歩行者優先空間の創出（整備後）
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